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山口支部による「宮野まつり」への参加について 

～今年は「親子で火おこし体験」コーナーを新設～ 

 

１ 宮野まつり 

  宮野まつりが開催されました。秋晴の爽やかな 

日差しのもと、会場は大盛況でした。 

（１）日 時 平成 30年 10 月 14 日（日） 

午前 9時 30 分から午後 3時まで 

（２）場 所 宮野地域交流センター 

 

２ 山口支部の活動概要 
  昨年に引き続き、山口支部が参加しました。 

今年もきな粉揚げパンが好評で、用意した 300 個すべてが完売しました。 

また、今年から新設した「親子で火おこし体験」のコーナーにも、２９組（小学生約 50 名）の

多くの親子連れにご参加いただき、とても盛り上がりました。 

（１）参加販売店 
  （株）えびすや  マルヰガス山口（株）  （株）佐伯商店  山口・アポロガス（株） 

  高山石油ガス（株）  山口合同プロパン（株）  服部産業（株） 
 

（２） 活動内容 
○きな粉揚げパンの販売  ○ＬＰガス機器の展示  ○親子で火おこし体験（新） 
 

（３）活動の様子 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



~ 2 ~ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 「親子で火おこし体験」コーナーの新設 
  ○火育マイスター6名がスタンバイ      ○保護者の承諾 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○「３つのお約束」の確認          〇マッチすり体験（体験①） 
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  〇火おこし体験（体験②）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（開催報告書から） 
 火おこしについては、火育マイスターの監督のもと、保護者の方が支え、お子様が紐を

引っ張るという形を原則に実施しました。はじめに体勢の説明をし、ときには火育マイス

ターが見本を見せるなどしました。小さいお子様の場合、完全な火種ができるには至ら

ず、煙が出る段階までの確認で終わることもありましたが、希望があれば随時マイスター

が発火台を用いた発火デモンストレーションを行い、発火成功の時には歓声があがって

いました。（中略） 

 全体的に、けがややけどなどなく、安全かつスムーズに実施できました。完全な火種を

つくるには、根気と要領が必要でしたが、皆さん満足して帰られたと思います。 
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 ○発火の瞬間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  〇コンロの点火体験（体験③） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５） こども向け広報用文具セットの活用 
こども向けの広報用文具セット（「テープのり」+「ホルダー消し 

ゴム」（５色））を用意し、３つの体験をしたこどもに、好きな色を 

選んでもらいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これで山口支部でも「火育」がスタートしました。まつりに参加した親子連れを対象に

「親子で火おこし体験」をしてもらおうという企画で、「火育教室」に比べて小学校の

低学年から高学年までとこどもの年齢層も幅広く、また、親子での和気あいあいとした 
雰囲気も加わり、これからの新たな選択肢の 1つとなりそうです。山口支部の皆さん、

大変お疲れ様でした。 


